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本研究は、先行研究を渉猟のうえで研究目的を設定しており、当該研究分野に貢献できる知

見を提供している。中国朝鮮族の国内外移動と出稼ぎに関する先行研究は、朝鮮族社会の変

化を的確に示してはいるが、社会変化の推進者である女性の役割に焦点を当てたものはない。

本研究は、女性及びジェンダー視点から朝鮮族社会の変容をとらえ、先行研究の不備を補完

している点において、研究成果を高く評価できる。具体的には、歴史学、移動学、ジェンダ

ー社会学を踏まえて出稼ぎ朝鮮族女性のライフコースとアイデンティティを調査・分析し、

その特徴とそこに至るプロセス・要因を示した。最終的に彼女らの出稼ぎによって、朝鮮族 

社会がジェンダー秩序の再構築時期に入っていることを明らかにした。 

 

研究方法は、文献調査に加え、現地調査、アンケート調査（在韓朝鮮族女性 98 名）、個別イ

ンタビュー調査（在韓朝鮮族女性 17名と在中朝鮮族女性 3名）による質的調査をおこなった。

主な研究課題は以下の通りである。①中国朝鮮族女性のライフコースの特徴、②中国朝鮮族

女性の就労、家庭、社会におけるジェンダー関係の変容、③既存の移動理論及び女性移動理

論で中国朝鮮族女性の移動行為を解釈し得るのかについての考察、④韓国・北朝鮮（朝鮮半

島）と同じ祖先で、同じ民族である中国朝鮮族女のアイデンティティ及び国家アイデンティ

ティ。 

 

インフォーマントとのラポールを形成することで、極めて個人的で繊細な内容にまで踏み込

んだインタビューを可能にし、女性たちの心の中を映し取ったデータが収集できている。そ

のデータを多角的な視点から、それぞれの理論を論拠として丁寧な分析を行っており、女性

たちのライフコースとアイデンティティを浮き彫りにすることに成功している。本研究は、

実証的データ分析に基づき、女性・ジェンダー視点からの国際移動論の新たな視座を提示す

ることに大きく貢献したと言える。 
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